
中
部
国
際
空
港
問
題
―
外
国
航
空
会
社
か
ら
必
要
な
い
と
い
わ
れ
る「
国
際
」空
港

関
連
事
業
を
入
れ
る
と
一
兆
三
千
億
円
以
上
に
な
る
巨
大
事
業
の
中
部
国
際
空
港
。
全
国
各
地
で
空
港

建
設
の
見
直
し
の
運
動
が
ま
き
お
こ
る
中
、
い
ま
、
建
設
の
是
非
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
部
国
際
空
港

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

税
金
の
巨
大
な
ム
ダ
づ
か
い
中
部
国
際
空
港
計
画

中
部
新
空
港
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
背
景
に
は
、
も
と
も
と
次
の
よ

う
な
想
定
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
二
十
一
世
紀
の
初
頭
に
は
名
古

屋
空
港
は
満
杯
に
な
る
、
国
際
ハ
ブ
空
港
の
整
備
と
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
、
中
部
圏
は
産
業
・
技
術
の
中
枢
圏
域
を

め
ざ
し
て
お
り
、
国
内
外
の
旅
客
・
貨
物
の
需
要
が
さ
ら
に
増
加
す
る
、
な
ど
で
す
。
同
時
に
、
中
部
新

空
港
本
体
の
建
設
や
関
連
事
業
の
推
進
に
よ
っ
て
、
産
業
・
技
術
の
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
も
大
き

く
期
待
さ
れ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
国
会
論
戦
等
を
通
じ
、
こ
の
計
画
に
は
航
空
需
要
や
採
算
性
、
環
境
破
壊
な
ど

い
く
つ
も
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
県
民
や
関
係
自
治
体
と
の
矛
盾
は
い
っ
そ
う
深
刻

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
問
題
点
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

空港周辺図
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低
迷
が
予
想
さ
れ
る
航
空
需
要

こ
れ
ま
で
国
が
二
次
に
わ
た
る
空
港
整
備
計
画
で
確
認
し
て
き
た
中
部
新
空
港
の
国
際
ハ
ブ
空
港
と
し

て
の
役
割
は
、
今
日
で
は
国
自
身
も
言
及
で
き
な
い
状
況
で
す
。
五
月
に
総
務
省
か
ら
国
土
交
通
省
に
出

さ
れ
た
勧
告
で
は
、
中
部
新
空
港
を
含
む
全
国
的
な
航
空
需
要
の
算
定
自
体
が
い
い
か
げ
ん
な
も
の
で
あ

り
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
保
存
も
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
中
部
新
空
港
の
需
要
予
測
に
関
し
て
は
、
在
日
外
国
航
空
会
社
協
会
か
ら
も
、「
新
中
部
国

際
空
港
は
主
に
中
部
地
域
（
中
部
財
界
）
の
威
信
の
た
め
の
施
設
」「
特
に
必
要
が
な
い
」、「（
名
古
屋
空

港
の
）
滑
走
路
の
使
用
率
は
飽
和
点
か
ら
ほ
ど
遠
い
」
と
厳
し
く
指
摘
さ
れ
た
ほ
ど
で
す
。

韓
国
の
仁
川
（
イ
ン
チ
ョ
ン
）
空
港
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
に
は
大
規
模
な
国
際
ハ
ブ
空
港
が
林
立
し
て

お
り
、
国
内
に
お
い
て
も
、
国
際
線
は
関
西
国
際
空
港
や
成
田
空
港
な
ど
東
京
圏
へ
集
中
す
る
傾
向
が
つ

よ
ま
っ
て
お
り
、
国
際
旅
客
や
貨
物
の
需
要
増
は
見
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
内
旅
客
及
び

貨
物
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
名
古
屋
空
港
は
羽
田
や
伊
丹
な
ど
国
内
線
大
空
港
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も

っ
て
お
ら
ず
、
地
方
空
港
と
の
間
は
航
空
会
社
一
社
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
路
線
が
多
い
た
め
、

航
空
自
由
化
に
よ
っ
て
、
関
東
圏
や
関
西
圏
へ
の
需
要
が
集
中
す
る
傾
向
が
で
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

国
会
で
八
田
参
院
議
員
が
お
こ
な
っ
た
質
問
で
も
、
国
土
交
通
省
の
答
弁
で
中
部
新
空
港
は
滑
走
路
一
本

が
基
本
計
画
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
中
部
新
空
港
は
名
古
屋
空
港
の
代
替
空
港
と
し
て

の
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
い
っ
そ
う
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

中
部
新
空
港
は
当
初
の
計
画
で
は
、
関
西
国
際
空
港
と
同
じ
高
い
着
陸
料
で
、
十
年
以
内
に
単
年
度
黒

字
へ
転
換
し
、
三
十
年
以
内
に
は
債
務
返
済
を
完
了
す
る
こ
と
を
見
通
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
関
西
空

港
は
、
離
着
陸
料
が
高
い
こ
と
な
ど
が
原
因
で
需
要
の
低
迷
を
生
み
出
し
、
大
き
な
赤
字
を
か
か
え
る
に
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至
り
ま
し
た
。
関
西
空
港
は
そ
の
後
、
国
が
税
金
で
穴
埋
め
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
離
着
陸
料
の
引
き

下
げ
を
進
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
中
部
新
空
港
の
航
空
需
要
が
低
迷
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
空
港
会
社
は
採
算
性
に
つ
い
て
、「
機
能
化
を
は
か
っ
て
特
色
を
も
た
せ
る
」（
平
野

社
長
）
こ
と
や
、
着
陸
料
以
外
の
収
入
増
を
は
か
る
た
め
に
、
空
港
島
の
商
業
施
設
な
ど
、
施
設
の
充
実

を
口
に
し
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
方
向
は
、
関
西
空
港
で
す
で
に
破
た
ん
ず
み
と
い
え
ま
す
。
い

ま
、
国
土
交
通
省
は
、
空
港
整
備
部
門
を
公
的
法
人
と
し
、
残
る
管
理
・
運
営
部
門
を
、
民
営
化
さ
せ
る

上
下
分
離
方
式
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
自
治
体
負
担
や
県
民
負
担
を
押
し
つ
け
る
可
能
性
に
つ

い
て
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

名
古
屋
空
港
「
満
杯
」
論
の
ご
ま
か
し

名
古
屋
空
港
自
体
は
、
限
界
離
着
陸
数
が
十
三
万
回
と
も
い
わ
れ
、
現
在
、
年
間
離
着
陸
数
が
十
二
万

回
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、「
満
杯
」
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に
も
大
き

な
ご
ま
か
し
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
年
間
離
着
陸
数
十
二
万
回
と
い
う
数
字
は
、
実
は
小
型
機
や
自
衛
隊
機

の
離
着
陸
数
を
含
め
た
数
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
除
い
た
定
期
航
空
路
線
は
八
万
四
千
回
（
一
九
九
九
年
）

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
旅
客
便
の
平
均
座
席
利
用
率
は
、
羽
田
空
港
や
関
西
空
港
に
比
べ
て
も
低
い

水
準
で
、
五
六
・
三
％
（
九
七
年
度

全
国
平
均
は
六
三
・
二
％
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
採
算
ラ
イ
ン
は

六
〇
％
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
航
空
機
自
体
が
、
中
・
小
型
の
航
空
機
に
移
行
し
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
名
古
屋
空
港
の
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
九
九
年
に
完
成
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
対
応
能
力
は

以
前
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
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こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
名
古
屋
空
港
が
満
杯
に
な
る
と
い
う
予
想
は
、
ご
ま
か
し
以
外
の
な
に

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
航
空
需
要
が
順
調
に
伸
び
た
と
し
て
も
、
自
衛
隊
基
地
の
撤
去
や
、
小

型
機
の
移
転
、
航
空
機
の
大
型
化
、
座
席
利
用
率
の
向
上
を
は
か
れ
ば
、
今
後
の
需
要
に
名
古
屋
空
港
は

十
分
対
応
で
き
ま
す
。

「
前
島
」
計
画
は
す
で
に
破
た
ん

新
空
港
建
設
と
関
連
事
業
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
つ
か
な
い
こ

と
は
、
関
西
空
港
の
例
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。
関
西
空
港
の
前
島
計
画
に

あ
た
る
「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」
は
、
集
客
の
中
心
と
な
る
商
業
業
務
ゾ
ー
ン

で
の
分
譲
が
わ
ず
か
に
一
四
％
で
あ
り
、
大
阪
府
企
業
局
は
計
画
の
破
た
ん

を
認
め
て
い
ま
す
。
関
空
周
辺
の
自
治
体
で
は
、
空
港
建
設
に
伴
う
過
大
な

開
発
事
業
が
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
、
大
規
模
な
人
員
削
減
や
福
祉
・
く
ら
し
に
か
か
わ
る
予
算
が
切

り
捨
て
ら
れ
、
か
え
っ
て
地
域
経
済
を
疲
弊
（
ひ
へ
い
）
さ
せ
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

中
部
新
空
港
で
も
、
建
設
に
あ
た
っ
て
地
元
常
滑
市
の
同
意
を
得
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
「
前
島
」
建

設
は
、
三
菱
総
研
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
集
客
や
企
業
誘
致
の
見
通
し
が
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
集
客
を
超
え
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
や
、
関
東
圏
や
関
西
圏
か
ら
宿
泊
に
来
る
こ
と

を
想
定
し
た
ホ
テ
ル
誘
致
、
低
燃
料
電
池
基
地
を
つ
く
り
電
気
を
安
価
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
企
業
を
誘

致
す
る
と
い
う
「
プ
ロ
ト
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
な
ど
、
荒
唐
無
稽
と
も
い
え
る
計
画
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

りんくうタウン
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環
境
悪
化
は
必
至

新
空
港
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
常
滑
沖
は
、「
伊
勢
湾
の
子
宮
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
豊
か
な
漁
場

で
あ
り
、
こ
こ
を
埋
め
立
て
て
空
港
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
伊
勢
湾
水
域
の
環
境
を
大
き
く
破
壊
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
海
洋
学
会
は
、
新
空
港
建
設
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
、
漁
獲
量
が
こ
れ
ま
で
の
十
分
の
一
に
激
減

す
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。
伊
勢
湾
は
、
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
な
い
豊
か
な
漁

場
で
あ
り
、
沿
岸
性
の
ス
ナ
メ
リ
な
ど
豊
か
な
生
態
系
が
息
づ
い
て
い
る
海
域
で
す
。
必
要
の
な
い
空
港

建
設
に
よ
っ
て
、
環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
美
浜
町
に
生
息
す
る
天
然
記
念
物
の
カ
ワ
ウ
な
ど
の
、
常
滑
沖
を
飛
行
す
る
航
空
機
と
鳥
が
衝

突
す
る
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
問
題
や
、
海
部
郡
や
美
浜
町
な
ど
周
辺
地
域
で
の
騒
音
問
題
な
ど
、
予
想
さ

れ
る
環
境
破
壊
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

市
民
と
の
矛
盾
を
広
げ
る
交
通
ア
ク
セ
ス

新
空
港
を
利
用
す
る
場
合
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
愛
知
県
民
に
と
っ

て
も
、
ま
た
岐
阜
・
三
重
な
ど
周
辺
県
に
と
っ
て
も
重
大
な
問
題
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
主
な
手
段
で
あ
る
、
名
鉄
常
滑
線
の
整
備

と
知
多
横
断
道
路
及
び
空
港
連
絡
道
路
は
、
常
滑
市
民
と
の
矛
盾
を
ひ
ろ
げ

て
い
ま
す
。

名
鉄
常
滑
線
の
整
備
に
よ
る
代
替
バ
ス
の
運
行
は
、
市
民
の
移
動
を
困
難
に
し
、
知
多
横
断
道
路
や
空

港
連
絡
道
路
の
建
設
は
、
市
民
の
住
環
境
の
悪
化
、
市
の
分
断
を
は
か
る
も
の
と
し
て
、
市
民
か
ら
批
判 知多横断道路に反対する看板
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の
声
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
に
着

手
さ
れ
た
用
地
買
収
は
遅
れ
て
お
り
、
常
滑
市
中
心
部
の
住
宅
地
で

は
騒
音
な
ど
を
心
配
す
る
住
民
が
反
対
運
動
を
す
す
め
、
一
部
で
は

道
路
建
設
予
定
地
を
共
同
所
有
す
る
土
地
ト
ラ
ス
ト
運
動
が
巻
き
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
基
地
の
機
能
強
化
に
つ
な
が
る
「
一
元
化
」

県
が
構
想
し
て
い
る
名
古
屋
空
港
の
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｇ
Ａ
）
空
港
化
計
画
は
、
名
古
屋
空
港
を
事
実
上
、「
廃
港
」
に

し
、
小
型
飛
行
場
に
す
る
と
い
う
計
画
で
す
。
Ｇ
Ａ
空
港
は
、
コ
ミ

ュ
ー
タ
ー
空
港
と
常
駐
小
型
機
に
よ
る
空
港
利
用
で
す
が
、
県
の
構

想
で
は
、
全
国
の
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
旅
客
の
二
四
％
が
利
用
す
る
と
い

う
過
大
予
測
を
し
て
い
ま
す
。
小
型
機
を
使
用
す
る
航
空
事
業
も
減
っ
て
き
て
お
り
、
採
算
の
見
通
し
は

あ
り
ま
せ
ん
。
県
は
、
Ｇ
Ａ
空
港
の
事
業
主
体
と
し
て
「
県
ま
た
は
県
が
中
心
と
な
る
第
三
セ
ク
タ
ー
」

を
考
え
て
い
ま
す
が
、
県
財
政
を
圧
迫
し
、
地
域
経
済
を
冷
え
込
ま
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

し
か
も
、
Ｇ
Ａ
空
港
の
利
用
面
積
は
現
在
の
半
分
以
下
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
愛
知
県
は
、
新
空
港
建

設
の
前
提
と
し
て
「
一
元
化
」
を
容
認
し
、
名
古
屋
空
港
を
買
い
取
る
約
束
を
し
て
き
ま
し
た
。
購
入
す

る
と
六
百
億
円
を
こ
え
る
負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
衛
隊
が
航
空
管
制
を
指
揮
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
大
規
模
な
自
衛
隊
基
地
が
誕
生
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
機
能
も
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
ま
す
。
周
辺
事
態
法
な
ど
「
戦
争
法
」
の
導
入
に
よ
っ
て
、 名古屋空港

３８



自
衛
隊
基
地
の
機
能
の
強
化
は
住
民
の
安
全
を
脅
か
す
こ
と
に
な

り
、
い
ま
周
辺
自
治
体
の
首
長
を
含
め
て
住
民
の
批
判
の
声
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
に
は
、
航
空
自
衛
隊
と
し
て
小
牧
基
地
、
隣
接
す
る
春
日

井
市
の
高
蔵
寺
弾
薬
庫
、
陸
上
自
衛
隊
と
し
て
第
十
師
団
司
令
部
を

お
く
守
山
、豊
川
駐
屯
基
地
な
ど
数
多
く
の
自
衛
隊
基
地
が
存
在
し
、

近
隣
の
静
岡
県
に
は
浜
松
基
地
、
岐
阜
県
に
は
各
務
原
基
地
な
ど
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
今
な
す
べ
き
こ
と
は
自
衛
隊
の
増
強
で
は
な
く

て
、
縮
小
で
あ
り
、
自
衛
隊
小
牧
基
地
を
撤
去
し
て
、
名
古
屋
空
港

の
有
効
活
用
を
は
か
る
こ
と
こ
そ
県
民
の
立
場
に
た
っ
た
方
向
で

す
。

中
部
国
際
空
港
問
題
の
経
過
―
中
部
財
界
が
推
進
す
る
空
港
建
設

問
題
の
多
い
中
部
国
際
空
港
を
、
国
や
県
、
中
部
財
界
は
、「
愛
知
二
〇
一
〇
計
画
」
の
重
要
な
柱
と

し
て
位
置
づ
け
、「
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ト
中
部
（
環
伊
勢
湾
総
合
開
発
構
想
）」（
中
部
経
済
連
合
会
）
の
中
軸

事
業
と
し
て
建
設
を
強
行
し
、
す
で
に
空
港
島
及
び
前
島
部
分
の
護
岸
工
事
が
終
了
し
た
の
に
つ
づ
き
、

本
格
的
な
埋
め
立
て
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
空
港
建
設
を
す
す
め
て
き
た
経
過
を
み
て
み
ま
し
ょ

う
。中

部
新
空
港
の
計
画
が
最
初
に
構
想
と
し
て
も
ち
あ
が
っ
た
の
は
、
一
九
六
九
年
に
中
部
経
済
連
合
会
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が
伊
勢
湾
総
合
開
発
構
想
の
一
環
と
し
て
打
ち
出
し
た
「
国
際
貨
物
空
港
構
想
」
で
し
た
。
し
か
し
、
具

体
的
な
建
設
計
画
が
動
き
出
す
直
接
の
契
機
は
、
八
二
年
に
中
部
経
済
連
合
会
が
打
ち
出
し
た
「
二
十
一

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
そ
の
提
言
が
な
さ
れ
て
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
、
当
時
の
中
部
財
界
や
愛
知
県
が
中
部
圏
の
�
生
き
残
り
�
を
模
索
す
る
な
か
で
、
愛
知
県
を

「
産
業
技
術
首
都
」
と
し
て
方
向
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゼ
ネ
コ
ン
型
開
発
の
中
核
事
業
と
し
て
中
部
新
空

港
の
建
設
を
位
置
づ
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
以
来
、
八
五
年
一
月
に
建
設
期
成
同
盟
会
や
建
設
促
進
議
員
連
盟
な
ど
の
政
治
的
な
推
進
組
識
が

相
次
い
で
結
成
さ
れ
る
な
か
で
、
同
年
十
一
月
、
三
県
一
市
と
中
部
財
界
に
よ
る
財
団
法
人
「
中
部
空
港

調
査
会
」
が
設
立
さ
れ
、
具
体
的
な
候
補
地
選
定
の
た
め
の
調
査
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
調
査
会
の
一
連
の
報
告
を
受
け
る
か
た
ち
で
、
八
九
年
三
月
に
行
わ
れ
た
三
県

一
市
の
首
長
懇
談
会
で
「
伊
勢
湾
東
部
の
海
上
」
を
候
補
地
と
す
る
こ
と
で
地
元
構
想
が
一
本
化
。
こ
れ

に
よ
っ
て
国
へ
の
建
設
促
進
の
働
き
か
け
を
い
っ
そ
う
強
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
流
れ
の
な
か
で
愛
知
県
は
、「
愛
知
県
二
十
一
世
紀
計
画
」
の
中
で
、
ゼ
ネ
コ
ン
型
「
三
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
核
事
業
と
し
て
中
部
新
空
港
を
位
置
づ
け
て
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
方
、
国
は
、
九
一
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
六
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
」
の
中
で
、
中
部

新
空
港
を
「
調
査
実
施
空
港
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
九
二
年
度
か
ら
国
の
関
与
の
も
と
に
正
式
に
調
査
が

す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

九
五
年
に
は
国
や
関
連
自
治
体
、
地
元
経
済
団
体
、
調
査
会
で
構
成
さ
れ
る
中
部
新
国
際
空
港
推
進
調

整
会
議
が
発
足
。
空
港
計
画
案
、
ア
ク
セ
ス
方
策
案
、
環
境
影
響
予
測
案
、
地
域
整
備
構
想
案
、
事
業
推

進
方
策
案
か
ら
な
る
い
わ
ゆ
る
「
五
点
セ
ッ
ト
」
を
同
時
並
行
的
に
と
り
ま
と
め
、
地
域
合
意
の
前
提
と
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な
る
関
係
機
関
レ
ベ
ル
の
調
整
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
九
六
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
七
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
」
で
、
国
は
、「
国
際
ハ
ブ

空
港
（
多
く
の
路
線
が
集
中
す
る
中
心
的
空
港
）
と
し
て
『
定
期
航
空
路
線
』
の
一
元
化
を
前
提
に
…
事

業
を
図
る
」
と
、
事
実
上
、
着
工
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
に
至
り
ま
し
た
。

九
七
年
三
月
末
に
調
整
会
議
は
「
五
点
セ
ッ
ト
」
の
内
容
を
公
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
肝
心
の
事
業
主

体
が
誰
に
な
る
の
か
、
負
担
割
合
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
は
不
明
確
と
さ
れ
、
こ
の
計
画
は
結
局
、
地
元

に
ば
く
大
な
負
担
を
か
ぶ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

九
八
年
に
は
二
十
五
億
七
千
二
百
万
円
の
着
工
予
算
が
計
上
さ
れ
、
総
事
業
費
七
千
六
百
八
十
億
円
と

な
る
事
業
ス
キ
ー
ム
も
確
定
。
同
じ
年
に
は
、
中
部
国
際
空
港
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
法
律
が
制

定
さ
れ
、
中
部
国
際
空
港
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
知
多
郡
南
知
多
町
の
土
砂
採
取
予
定
地
で
オ
オ
タ
カ
が
発
見
さ
れ
、

愛
知
県
は
同
町
か
ら
の
土
砂
採
取
を
凍
結
し
、
事
実
上
、
断
念
し
ま
し
た
。
町
は
県
の
圧
力
の
も
と
で
、

事
前
の
土
地
売
却
の
同
意
を
と
る
こ
と
ま
で
し
て
お
り
、
土
砂
採
取
断
念
は
町
民
の
中
に
、
深
刻
な
矛
盾

を
生
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
方
的
な
計
画
推
進
に
よ
り
、
漁
業
補
償
問
題
は
難
航
を
極
め
ま
し
た
。
空
港
建
設
に
よ
っ
て

ノ
リ
養
殖
の
被
害
を
受
け
る
野
間
漁
協
や
三
重
県
漁
連
は
、
漁
業
振
興
策
を
強
く
求
め
、
妥
結
を
拒
み
ま

し
た
が
、
県
や
国
か
ら
の
度
重
な
る
圧
力
の
も
と
で
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
六
月
と
妥
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
愛
知
県
と
企
業
庁
は
公
有
水
面
埋
め
立
て
を
申
請
し
、
国
は
同
年
六
月
の
総
選
挙
の
さ
な

か
に
埋
め
立
て
を
許
可
、
そ
の
直
後
の
八
月
か
ら
護
岸
工
事
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
庁（
当
時
）は
、

埋
め
立
て
に
あ
た
っ
て
、
工
事
途
中
に
お
け
る
環
境
影
響
等
の
検
討
結
果
の
公
表
や
前
島
の
採
算
性
の
検
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討
を
求
め
る
「
意
見
」
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
三
月
開
港
を
め
ざ
す
た
め
に
、
埋
め
立
て
工
事
期
間
の
短
縮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

南
知
多
町
で
の
土
砂
採
取
の
断
念
に
よ
っ
て
、
県
内
最
大
の
土
砂
採
取
予
定
地
と
な
っ
た
幡
豆
郡
幡
豆
町

で
は
、「
豊
か
な
自
然
を
守
れ
」と
い
う
住
民
の
取
り
組
み
が
広
が
り
、
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
一
年
一
月
、

空
港
会
社
は
同
町
で
も
土
砂
の
買
取
を
断
念
し
、
県
も
こ
れ
を
認
め
ま
し
た
。

新
空
港
建
設
に
よ
り
、
事
実
上
廃
港
と
な
る
名
古
屋
空
港
の「
軍
事
基
地
」化
に
周
辺
首
長
が
反
対
し
、

埋
め
立
て
工
事
に
よ
る
漁
業
へ
の
直
接
被
害
に
漁
民
も
怒
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
空
港
会
社
や
県
企
業

庁
は
、
空
港
建
設
あ
り
き
の
姿
勢
で
し
ゃ
に
む
に
工
事
を
進
め
、
二
〇
〇
一
年
九
月
か
ら
は
本
格
的
な
埋

め
立
て
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
県
民
と
の
矛
盾
は
い
っ
そ
う
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
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空
港
見
直
し
の
運
動
の
経
過
と
成
果

日
本
共
産
党
は
、
八
二
年
に
県
の
第
五
次
地
方
計
画
に
空
港
計
画
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
以
来
、
空
港
計

画
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
見
直
し
を
求
め
て
申
し
入
れ
や
論
戦
を
行
い
、
市
民
団
体
、
自
然
保
護
団
体
と

共
同
し
て
、
た
た
か
い
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

国
会
、
県
会
、
地
方
議
会
で
論
戦
を
リ
ー
ド
し
、
新
空
港
建
設
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

九
一
年
に
は
、
愛
知
県
委
員
会
、
県
議
団
、
知
多
地
方
議
員
団
連
名
で
「
全
体
像
説
明
段
階
で
の
問
題

提
起
」
を
発
表
し
、
国
際
空
港
に
対
す
る
国
の
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
空
港
建
設
の
必
要
性
、
建
設

予
定
地
選
定
の
詳
細
の
公
表
、
伊
勢
湾
漁
業
振
興
の
可
能
性
、
環
境
調
査
の
公
開
、
調
査
結
果
に
よ
っ
て

は
計
画
を
白
紙
撤
回
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
そ
の
後
も
、
新
空
港
建
設
を
前
提
に
し

た
「
前
島
構
想
」
の
撤
回
の
申
し
入
れ
や
、「
六
次
空
整
」、「
七
次
空
整
」
に
対
す
る
日
本
共
産
党
の
見

解
の
発
表
・
見
解
に
も
と
づ
く
申
し
入
れ
を
国
に
対
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

九
七
年
三
月
末
に
「
五
点
セ
ッ
ト
」
が
公
表
さ
れ
る
と
、
日
本
共
産
党
は
六
月
に
「
常
滑
沖
建
設
を
不

動
の
前
提
と
し
、
県
民
生
活
を
圧
迫
す
る
莫
大
な
地
元
負
担
を
強
い
る
中
部
新
国
際
空
港
計
画
案
の
根
本

的
見
直
し
を
求
め
ま
す
」
と
、
計
画
の
財
政
負
担
、
地
域
開
発
、
環
境
、「
一
元
化
」
問
題
な
ど
の
問
題

点
を
指
摘
し
、
立
地
の
再
検
討
を
含
む
計
画
の
根
本
的
見
直
し
を
求
め
る
見
解
を
発
表
し
、
関
係
機
関
へ

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
年
の
十
月
に
は
、
日
本
共
産
党
と
し
て
大
規
模
な
関
西
国
際
空
港
の

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
申
し
入
れ
も
行
い
ま
し
た
。

県
議
会
で
は
、
空
港
の
調
査
特
別
委
員
会
に
日
本
共
産
党
の
議
員
が
所
属
し
、
新
空
港
計
画
の
問
題
点
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を
追
及
し
て
き
ま
し
た
。
国
会
で
は
、
平
賀
前
衆
院
議
員
、
瀬
古
衆
院
議
員
、
八
田
参
院
議
員
が
、
運
輸

委
員
会
や
決
算
委
員
会
な
ど
で
繰
り
返
し
新
空
港
建
設
の
問
題
を
指
摘
し
、
い
ま
や
国
会
に
お
い
て
は
、

新
空
港
を
、
国
際
ハ
ブ
空
港
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
九
八
年
以
降
、
新
空
港
建
設
に
向
け
て
県
と
空
港
会
社
が
具
体
的
な
手
続
き
を
進
め
る

た
び
に
、
環
境
、
財
政
問
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
談
合
問
題
、
収
賄
問
題
な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

漁
業
者
と
の
懇
談
を
行
う
な
ど
、
県
民
と
と
も
に
見
直
し
の
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
県
財
政
の
悪

化
の
事
態
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
二
〇
〇
一
年
七
月
に
は
、
新
空
港
建
設
中
止
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
、

新
空
港
建
設
中
止
の
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
空
港
建
設
見
直
し
を
求
め
る
住
民
運
動
と
の
連
携
、
協
力

空
港
建
設
予
定
地
と
さ
れ
た
、
常
滑
市
や
知
多
半
島
で
は
、
早
く
か
ら
、

住
民
に
よ
る
空
港
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
知
多
半
島

全
域
を
対
象
と
し
た
「
常
滑
・
空
港
を
考
え
る
会
」
を
は
じ
め
、「
海
を
漁

民
の
手
に
と
り
も
ど
す
会
」、
知
多
半
島
横
断
道
路
建
設
に
反
対
す
る
市
民

団
体
、
常
滑
市
の
住
民
投
票
を
求
め
る
市
民
運
動
、「
日
本
野
鳥
の
会
」
の

運
動
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
は
常
滑
市
議
団
、
知

多
地
方
議
員
団
を
中
心
に
積
極
的
に
連
携
、
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

九
八
年
に
は
、
日
本
共
産
党
は
、
現
名
古
屋
空
港
の
定
期
航
空
路
線
を
中

部
国
際
空
港
に
一
元
化
し
、
事
実
上
の
廃
港
に
追
い
込
む
動
き
に
反
対
す
る

豊
山
町
の
住
民
や
、
航
空
機
騒
音
問
題
に
抗
議
す
る
美
浜
町
の
住
民
と
協
力

空港建設に反対するデモ
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し
て
、
空
港
建
設
に
か
か
わ
っ
て
住
民
投
票
を
求
め
る
直
接
請
求
運
動
を
す
す
め
、
必
要
数
を
大
き
く
上

回
る
住
民
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。
九
九
年
に
は
、
土
砂
採
取
予
定
地
の
幡
豆
町
で
、
豊
か
な
自
然
を
破

壊
す
る
土
砂
採
取
に
反
対
す
る
町
民
有
志
ら
が
「
幡
豆
町
の
将
来
を
考
え
る
会
」
を
つ
く
り
、
地
権
者
ら

が
土
地
ト
ラ
ス
ト
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
う
い
う
動
き
が
県
内
で
活
発
に
な
る
に
つ
れ
て
、
県
内
の
空
港
問
題
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
動
き
が
起
こ
り
、
九
九
年
九
月
、「
中
部
空
港
建
設
の
見
直
し
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
略
称
、

中
部
空
港
見
直
し
ネ
ッ
ト
）」
が
設
立
さ
れ
、
日
本
共
産
党
の
県
議
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
委
員
会
に

参
加
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
連
携
し
て
い
ま
す
。「
中
部
空
港
見
直
し
ネ
ッ
ト
」
は
、
繰
り
返
し
県
や
国

に
対
し
て
の
申
し
入
れ
や
、
空
港
問
題
の
全
国
集
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
を
行
っ
て
、
空
港
建
設
見
直
し
の
世
論
を
喚
起
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
「
中
部
空
港
見
直
し
ネ
ッ
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

二
〇
〇
〇
年
十
一
月
、「
自
然
環
境
を
守
れ
！
税
金
の
ム
ダ
遣
い
止

め
よ
！
」
と
、
中
部
新
空
港
関
連
事
業
に
対
す
る
公
金
支
出
の
差
止

め
を
求
め
て
千
二
百
七
十
八
人
の
原
告
団
を
結
成
し
、
名
古
屋
地
裁

に
提
訴
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

南
知
多
、
幡
豆
町
の
土
砂
採
取
事
業
の
中
止

日
本
共
産
党
の
議
会
内
外
で
の
奮
闘
と
県
民
運
動
の
高
ま
り
は
、

大
き
な
成
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
南
知
多
町
の
土
砂
採
取
事
業
と
幡
豆
町
の
土
砂
採
取
事
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業
を
断
念
さ
せ
、
内
陸
部
の
開
発
事
業
を
中
止
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
で
す
。
自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
守

り
、
無
謀
な
乱
開
発
に
よ
る
、
県
や
自
治
体
財
政
の
負
担
を
く
い
と
め
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

関
西
空
港
の
場
合
で
も
、
土
砂
採
取
の
跡
地
に
作
ら
れ
た
阪
南
市
の
「
阪
南
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
」
は
高
級

住
宅
地
で
す
が
、
多
く
が
売
れ
残
っ
て
お
り
、
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
の
住
宅
に
必
要
不
可
欠
な
施
設
の
建

設
、
維
持
管
理
費
を
阪
南
市
が
背
負
う
こ
と
に
な
っ
て
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

空
港
中
止
の
運
動
を
旺
盛
に

「
こ
こ
ま
で
空
港
建
設
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
と
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
」「
い
ま
ま
で
、
埋
め

立
て
た
の
を
ど
う
す
る
の
か
、
お
金
が
無
駄
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
問
を
耳
に
し
ま
す
。
し

か
し
、
空
港
建
設
は
一
兆
円
を
こ
え
る
大
事
業
で
す
。
い
ま
ま
で
注
ぎ
こ
ん
だ
お
金
は
そ
の
一
部
分
に
す

ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
使
う
お
金
の
ほ
う
が
、
ば
く
大
な
の
で
す
。
ム
ダ
な
施
設
な
ら
今
、
中
止
す
る
ほ
う
が

よ
ほ
ど
経
済
的
な
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
で
き
た
も
の
を
ど
う
す
る
か
は
、
県
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て

決
め
て
い
け
ば
い
い
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ム
ダ
な
ダ
ム
の
取
り
壊
し
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
度

で
き
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空
港
島
の
対
岸
部
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
前
島
も
、
必
要
性
や
採
算
性
の
根
拠
も
示
せ
ず
、
売
却

の
見
込
み
も
な
く
、
矛
盾
は
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
関
西
空
港
の
「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」
計
画
が
破
た
ん
し

た
実
例
も
あ
り
、
県
民
運
動
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
建
設
を
中
止
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。
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日
本
共
産
党
は
、
中
部
国
際
空
港
建
設
を
中
止
さ
せ
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
ま
す

全
県
的
に
は
、「
中
部
空
港
見
直
し
ネ
ッ
ト
」
な
ど
、
市
民
団
体
の
取
り
組
み
に
協
力
し
な
が
ら
、
空

港
中
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。
万
博
・
空
港
中
止
の
ス
テ
ッ
カ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
、

シ
ー
ル
投
票
な
ど
県
民
の
目
に
見
え
る
運
動
を
す
す
め
ま
す
。
街
頭
宣
伝
、
シ
ー
ル
投
票
、
抗
議
は
が
き
、

署
名
運
動
な
ど
宣
伝
活
動
を
旺
盛
に
行
い
ま
す
。

前
島
計
画
の
ム
ダ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
中
部
空
港
関
連
事
業
差
し
止
め
住
民
訴
訟
の
取
り
組

み
を
重
視
し
て
、
学
習
会
や
口
頭
弁
論
に
積
極
的
に
協
力
し
、
裁
判
闘
争
の
前
進
の
た
め
に
努
力
し
ま
す
。

県
議
会
、
地
方
議
会
で
の
論
戦
を
重
視
し
ま
す
。
各
議
会
へ
の
陳
情
書
、
請
願
書
の
提
出
を
は
じ
め
、

各
地
で
、
空
港
問
題
に
か
か
わ
る
学
習
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
懇
談
会
を
地
元
要
求
と
の
か
か
わ
り
、
県

財
政
悪
化
、
環
境
破
壊
な
ど
で
企
画
し
推
進
し
ま
す
。

名
古
屋
空
港
周
辺
、
知
多
半
島
、
海
部
郡
な
ど
各
地
で
、
市
民
運
動
と
協
力
し
、
空
港
を
理
由
に
し
た

開
発
事
業
を
追
及
し
、
空
港
そ
の
も
の
を
や
め
さ
せ
る
運
動
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
ま
す
。

伊
勢
湾
の
豊
か
な
生
態
系
を
示
す
海
中
写
真
や
ス
ナ
メ
リ
の
実
態
を
広
く
県
民
に
知
ら
せ
、
県
内
の
自

然
保
護
団
体
、
中
央
の
自
然
保
護
団
体
に
積
極
的
に
連
携
し
、
伊
勢
湾
の
環
境
を
守
る
運
動
を
広
げ
ま
す
。
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